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１．目 的

大阪府では、「みどりの風を感じる大都市・大阪の実現」を目指して、都市緑化を推進

している。近年、屋上緑化用として注目を集めているスナゴケは、乾燥に強く、非常に軽

いという特徴を持つが、育成に時間がかかり、安定供給が困難であった。そこで、演者ら

は培養技術を用いた増殖システムを開発した。しかし、そのシステムにおいても生産効率

を高める必要があった。また、乾燥すると、コケの緑色が退色してしまうものもあり、景

観を損ねるという問題があった。本研究では、これらの課題を解決するために、増殖シス

テムにおいて増殖性の高い個体群と乾燥しても緑色の退色しにくい個体群を得ることを目

的としスナゴケ個体群を選抜した。

２．方 法

(1)高増殖性個体群の選抜

株式会社ヴァロールから購入したスナゴケマットから採取した個体を 1 ℓあたり

100 個体培養瓶に入れたものを 10 本処理した（合計 1000 個体）。蛍光灯照射下で曝

気により攪拌し、分枝の形成を促進させ、1 個体あたり 4 本以上分枝を形成する個

体を高増殖個体として選抜した。さらに、選抜された個体群と選抜していない通常

の個体群を赤玉土で栽培し、新芽の伸長を比較した。

(2)耐乾燥性個体群の選抜

株式会社ヴァロールから購入したスナゴケマット 120 枚を直射日光に曝露し、潅

水直後からの緑色の変化について日本園芸植物標準色票（緑関係約 150 色）をもと

に作成したコケ緑色のカラーチャートを用いて評価した。

３．結果および考察

(1)高増殖性個体群の選抜

培養開始から 3 週目で、1000 個体中 138 個体が 4 本以上分枝を形成した。4 週目

では、4 本以上分枝を形成した個体は 213 個体に増加した（図１）。これら 213 個体

を高増殖性個体として選抜した。さらに、選抜された個体群を赤玉土で栽培した結

果、栽培 3 週目の観察で、非選抜個体群に比べて旺盛な生育を示した。

(2)耐乾燥性個体群の選抜

圃場において 120 枚のコケマットから、緑色を保ちやすい個体群（選抜群）を 12
枚選抜し、選抜していない個体群（対照群）と比較した。2 ～ 6 時間の乾燥試験の

結果、いずれの時間においても選抜群は対照群よりも緑色を保っており、耐乾燥性

が高いことが示された。

図１ スナゴケの培養期間に

形成した分枝ごとの個体数

培養期間 3 週目、4 週目の

分枝数を測定した。

4 週目において、4 本以上の

分枝数を持つ個体を選抜した。




